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〔方法〕2003 年 12 月から 2004 年 12 月までに、地域もしくは、自立した高齢者を対象にした老人ホームに居住して
いる 60 歳以上の高齢者 183 人の中から以下の健常高齢者の選択基準を満たし、かつ除外基準に当てはまらない者を
対象とした。選択基準は①Mini-Mental State Examination（MMSE）が 24 点以上、②補助具なしで 1 km 歩行可
能、③信頼できる情報提供者がいる、④情報提供者により Activities of Daily Living（ADL）が自立していることが
確認されている、とした。除外基準は①何らかの神経学的・精神医学的疾患、②一時間超の意識障害を伴う頭部外傷、
③難治性癌の治療中もしくは慢性疾患のコントロール不良状態を現在または過去に有することとした。その結果、対
象は、147 名（男性 51 名、女性 96 名）、平均年齢 72.6±5.7 歳（範囲：60-90 歳）、教育歴 12.0±2.8 年（範囲：
6-20 年）となった。脳血管障害のリスクとなる高血圧、高脂血症、糖尿病の有病率は、それぞれ 46.9％、34.7％、12.9％
であった。記憶機能の評価には、標準化されており、かつ比較的短時間で施行できる日本語版リバーミード行動記憶
検査（the Rivermead Behavioral Memory Test : RBMT）を用いた。RBMT は、12 個の下位項目からなるが、課題
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Prospective memory の関係しない９個の下位項目の標準プロフィール点の合計の３スコアを用いた。RBMT には難
度が同等であることが確認されている４形式（A、B、C、D 版）が用意されているが、被検者同士による検査内容の
漏洩を回避するために、形式は無作為に選んで使用した。基本的な運動機能の評価には、標準化されており、かつ簡


















査と Timed Up & Go test を用いて評価し、両者の関連を検討した。その結果、両者には有意な正の相関が認められ、
この相関は年齢、性別、教育歴、脳血管障害の危険因子の有無の影響を除外しても残った。高齢者では加齢による記
憶機能の低下を代償するために、壮年期までとは異なる神経ネットワークを利用することが知られている。この代償
性の神経ネットワークを構築する部位の一つとして加齢の影響を受けにくい楔部が知られているが、楔部は運動に重
要な視空間情報の処理にも関与することがわかっている。このように楔部が高齢者においては記憶機能と運動機能の
両者に関連するため、両者が正の相関を示すという今回の結果が得られたと考えた。さらに今回の結果は、高齢者に
おいて運動機能を維持することによって加齢による記憶機能の低下を軽減させる可能性を示唆するとも考えられる。
よって学位の授与に値すると考えられる。 
